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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期
第１四半期
累計期間

第30期
第１四半期
累計期間

第29期

会計期間
自平成25年９月１日
至平成25年11月30日

自平成26年９月１日
至平成26年11月30日

自平成25年９月１日
至平成26年８月31日

売上高 （千円） 12,870,627 13,988,137 51,000,880

経常利益又は経常損失（△） （千円） △39,177 197,241 46,336

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） △25,912 111,594 97,783

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,000,000 1,000,000 1,000,000

発行済株式総数 （株） 7,168,600 7,168,600 7,168,600

純資産額 （千円） 7,181,584 7,298,282 7,240,564

総資産額 （千円） 15,185,307 17,805,788 17,020,184

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △3.61 15.57 13.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 20.00

自己資本比率 （％） 47.3 41.0 42.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益につきましては、損益及び利益剰余金その他の項目からみて重要性が乏し

い関連会社であるため記載を省略しております。

４．第29期第1四半期累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損

失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、第29期及び第30期第1四半期累計

期間の潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第1四半期累計期間における世界経済は、中国、欧州を中心として景気減速感が強まったことや米国の量的緩

和の終了思惑からドル高が進行し、また原油価格の急落も重なって総じて先行き不透明感の強い状況となりまし

た。

また、我が国経済においても、日銀の追加金融緩和が実施されるなど、景気への不安感が出てまいりました。

このような世界経済・国内経済の動向から、当社の主力取扱商品である銅のロンドン金属取引所の価格は、弱含

みで推移したものの、為替が大幅な円安で推移したことにより、円建て銅価格ベースでは大幅に上昇したため、在

庫の評価益増加や取引条件の改善となったことで、当社業績は売上高139億88百万円（前年同四半期比8.7％増）、

営業利益２億55百万円（前年同四半期は37百万円の営業損失）、経常利益１億97百万円（前年同四半期は39百万円

の経常損失）、四半期純利益１億11百万円（前年同四半期は25百万円の四半期純損失）となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額はありません。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,168,600 7,168,600
東京証券取引所

（市場第二部）

１単元の株式数は

100株であります。

普通株式は完全議決

権株式であり、権利

内容に何ら限定のな

い、当社における標

準となる株式であり

ます。

計 7,168,600 7,168,600 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年９月１日～

平成26年11月30日
－ 7,168,600 － 1,000,000 － 293,024

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式       100 － －

完全議決権株式（その他）
 普通株式 7,167,500

 
71,675

権利内容に何ら限定の

ない、当社における標

準となる株式でありま

す。

単元未満株式  普通株式     1,000 － －

発行済株式総数 7,168,600 － －

総株主の議決権 － 71,675 －

 

②【自己株式等】

平成26年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社クロタニコーポ

レーション

富山県射水市奈呉の江12番

地の２
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

（注）株式会社クロタニコーポレーションは平成27年１月１日より黒谷株式会社に社名変更しております。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成26年９月１日から平成26

年11月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年９月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 　0.4％

売上高基準 　0.0％

利益基準 △3.4％

利益剰余金基準 △0.1％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年８月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,592,129 1,853,596

受取手形及び売掛金 ※１ 6,440,222 ※１ 6,901,746

電子記録債権 ※１ 373,066 ※１ 723,404

商品及び製品 625,238 702,454

仕掛品 132,051 145,522

原材料及び貯蔵品 2,673,661 3,006,591

その他 1,938,612 1,067,104

流動資産合計 13,774,982 14,400,421

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,521,121 1,521,121

その他（純額） 867,836 828,360

有形固定資産合計 2,388,958 2,349,482

無形固定資産 26,174 26,631

投資その他の資産 ※２ 830,069 ※２ 1,029,252

固定資産合計 3,245,201 3,405,366

資産合計 17,020,184 17,805,788

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 1,203,056 ※１ 1,413,143

短期借入金 5,587,524 5,384,389

1年内返済予定の長期借入金 1,228,714 1,323,613

未払法人税等 9,071 104,151

引当金 26,462 46,863

その他 291,195 313,447

流動負債合計 8,346,025 8,585,607

固定負債   

長期借入金 1,349,259 1,823,468

引当金 75,190 77,859

その他 9,145 20,570

固定負債合計 1,433,594 1,921,897

負債合計 9,779,620 10,507,505

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 685,855 685,855

利益剰余金 5,447,854 5,487,764

自己株式 △55 △55

株主資本合計 7,133,654 7,173,564

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 106,910 124,718

評価・換算差額等合計 106,910 124,718

純資産合計 7,240,564 7,298,282

負債純資産合計 17,020,184 17,805,788
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成25年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年９月１日
　至　平成26年11月30日)

売上高 12,870,627 13,988,137

売上原価 12,613,209 13,444,075

売上総利益 257,417 544,061

販売費及び一般管理費 294,797 288,396

営業利益又は営業損失（△） △37,379 255,665

営業外収益   

受取利息 138 67

受取配当金 966 1,176

為替差益 13,017 －

助成金収入 170 －

その他 1,494 874

営業外収益合計 15,787 2,117

営業外費用   

支払利息 17,460 20,728

為替差損 － 39,187

デリバティブ運用損 124 626

営業外費用合計 17,584 60,541

経常利益又は経常損失（△） △39,177 197,241

特別利益   

固定資産売却益 1,915 －

特別利益合計 1,915 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △37,261 197,241

法人税、住民税及び事業税 1,149 101,206

法人税等調整額 △12,499 △15,559

法人税等合計 △11,349 85,646

四半期純利益又は四半期純損失（△） △25,912 111,594
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

※１　四半期会計期間末日満期手形等

四半期会計期間末日満期手形等の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満期

日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形等の金額は、次のとおりであり

ます。

 
前事業年度

（平成26年８月31日）

当第１四半期会計期間

（平成26年11月30日）

受取手形 456,412千円 485,477千円

電子記録債権 －千円 94,282千円

支払手形 344千円 144千円

 

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の金額

 
前事業年度

（平成26年８月31日）

当第１四半期会計期間

（平成26年11月30日）

投資その他の資産 38,850千円 38,850千円

 

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日）

減価償却費 40,383千円 41,418千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成25年９月１日　至　平成25年11月30日）

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月20日

定時株主総会
普通株式 71,685 10 平成25年８月31日平成25年11月21日 利益剰余金

 
(2) 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成26年９月１日　至　平成26年11月30日）

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月26日

定時株主総会
普通株式 71,684 10 平成26年８月31日平成26年11月27日 利益剰余金

 
(2) 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

当社は関連会社を１社所有しておりますが、損益及び利益剰余金その他の項目からみて重要性が乏しいことか

ら、記載を省略しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社はインゴットの製造・販売及びスクラップの加工・販売を行う非鉄金属事業の他に美術工芸品の製造販売を

行っておりますが、非鉄金属事業の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいと考えられることから、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成25年９月１日
至　平成25年11月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年９月１日
至　平成26年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△3円61銭 15円57銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
△25,912 111,594

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△25,912 111,594

普通株式の期中平均株式数（株） 7,168,518 7,168,492

(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第１四半期累計期間は潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。なお、前第１四半期累計期間は１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

 平成27年１月７日

 

黒谷株式会社  

 

取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人　トーマツ

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 陸田　雅彦　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙村　藤貴　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている黒谷株式会社

（旧会社名　株式会社クロタニコーポレーション）の平成26年９月１日から平成27年８月31日までの第30期事業年度の第

１四半期会計期間（平成26年９月１日から平成26年11月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年９月１日から平成

26年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、黒谷株式会社（旧会社名　株式会社クロタニコーポレーション）の平成26年11

月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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